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第８期山梨県分別収集促進計画（概要版） 

 

１ 計画策定の意義 

  本計画は、「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」第

９条の規定に基づき、県内の市町村が策定した「市町村分別収集計画」をもとに、

市町村における容器包装廃棄物の排出見込み量及び対象品目ごとの分別収集見

込み量を集計するとともに、今後における容器包装廃棄物の発生抑制や分別収集

の促進に向けた推進方策を定めたものです。 

 

２ 計画の基本的方向 

① 容器包装廃棄物の発生抑制、再使用、再利用の促進 

② 県民に対する普及啓発の充実 

③ 地域の実情や特性、多様化するライフスタイルに対応した、市町村にお

ける効率的な分別収集体制の促進 

④ 再商品化製品の積極的な使用の促進 

 

３ 計画期間 

  本計画の計画期間は、平成２９年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改

定します。 

 

４ 対象品目 

  本計画では、容器包装リサイクル法(以下「法」という。) に基づき市町村が

分別収集を行う容器包装廃棄物１０品目を対象とし、その区分は次のとおりとし

ます。 

① 無色ガラス製容器、② 茶色ガラス製容器、③ その他ガラス製容器、 

④ その他紙製容器包装、⑤ ペットボトル、⑥ その他プラスチック製容器

包装（ペットボトル以外）、⑦ 飲料用紙製容器（紙パック）、⑧ スチール製

容器、⑨ アルミ製容器、⑩ 段ボール 

 

５ 市町村分別収集計画の策定状況 

  県内２７市町村の全てが市町村分別収集計画を策定しました。 

  各年度における計画品目数別の市町村数 

計画品目数／年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

１０品目 19 19 19 19 19

９品目 5 5 5 5 5

８品目 3 3 3 3 3
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 第８期市町村分別収集計画策定状況 

いずれか 白色トレー 白色トレー

実施 以外

甲府市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

富士吉田市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

都留市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

山梨市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

大月市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

韮崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

南アルプス市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

北杜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

甲斐市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

笛吹市 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

上野原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

甲州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

中央市 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

市川三郷町 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

早川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

身延町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

南部町 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 10

富士川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

昭和町 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

道志村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

西桂町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

忍野村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

山中湖村 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 8

鳴沢村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

富士河口湖町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

小菅村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

丹波山村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

27 27 27 19 27 26 21 18 27 27 27 25

100% 100% 100% 70% 100% 96% 78% 67% 100% 100% 100% 93%

○ （計画策定）

（計画策定なし）

△ （その他紙について計画策定は、行わないが、その他紙製容器包装を含んだミックス紙回収を実施している。）
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６ 容器包装廃棄物の排出量の見込み 

                 （単位: トン） 

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度
容器包装廃棄物
排出見込み量

42,851.944,609.6 44,164.4 43,735.9 43,296.5

 

 

７ 分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量の見込み及び法第２条第６項

に規定する主務省令で定める物の量の見込み 

                 （単位: トン） 

区分 対象品目／年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

無色ガラス製容器 1,334.6 1,325.4 1,313.8 1,300.7 1,288.5

茶色ガラス製容器 1,349.9 1,336.4 1,321.0 1,304.1 1,289.4

その他ガラス製容器 1,671.5 1,653.1 1,635.6 1,619.0 1,601.6

その他紙製容器包装 974.2 953.6 933.0 911.1 891.5

ペットボトル 1,195.0 1,192.8 1,189.2 1,183.5 1,180.0

その他プラスチック製容器包装 1,366.1 1,415.0 1,475.8 1,549.0 1,641.5

（うち白色トレイ） (27.0) (26.7) (26.5) (26.2) (26.0)

紙パック 116.0 112.8 109.8 106.8 104.7

スチール製容器 1,581.5 1,556.0 1,533.6 1,501.2 1,472.5

アルミ製容器 798.5 785.5 773.7 765.9 754.0

ダンボール 6,204.9 6,178.1 6,140.9 6,112.7 6,073.3

16,592.3 16,508.7 16,426.4 16,354.1 16,297.2

特定分別
基準適合
物

法第2条第
6項指定物

　合　　　　計
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８ 容器包装廃棄物の排出抑制及び分別収集の促進に関する事項 

 

（１）容器包装廃棄物の排出の抑制及び分別収集の促進の意義に関する知識の普

及 

① 県民がリサイクルの意義を十分に理解し、市町村の分別収集に自ら適正

かつ積極的に取り組むよう、「ごみ減量・リサイクル推進キャンペーン」

を通じ、ごみの排出抑制やリサイクル意識の啓発を図ります。 

② 県民が実践しやすい容器包装廃棄物の排出抑制の取組として、使い捨て

容器などを使用しないマイバック・エコはし・マイボトル運動、容器を

繰り返し使用するリユースびん運動など、「やまなしエコライフ県民運

動」を推進します。 

③ 小売業者、消費者団体、市町村等が協働してレジ袋削減に取り組んでい

る「ノーレジ袋推進連絡協議会」などと連携し、県民の買い物袋持参を

促す「マイバックキャンペーン」を実施します。 

④ 「環境学習指導者派遣事業」により、学校や地域の団体等にエコティー

チャーを派遣し、ごみ減量化、再資源化等に関する環境教育を行います。 

⑤ ごみやリサイクルに関するパネルやビデオの貸出、環境フォーラム等の

イベントでのパネルの展示など、「環境ライブラリー事業」により意識啓

発を図ります。 

⑥ 県の広報やホームページを活用し、ごみの減量やリサイクルに関する情

報を広く県民に提供します。 

 

（２）市町村相互間の分別収集に関する情報の交換の促進 

市町村の分別収集の実施状況を把握するとともに、地域の実情や特性、住

民のライフスタイル等に応じた分別収集を促進するため、説明会等を開催し、

市町村・一部事務組合に対し、県内外の取組状況や国、産業界の動向等の情

報提供を行うとともに、市町村間の情報交換の機会を提供します。 

 

（３）その他の分別収集の促進に関する事項 

① 「環境保全活動支援事業費補助金」により、市町村やＮＰＯ等が行うリ

サイクルステーションや生ごみ処理機等の整備などのごみ減量化・リサ

イクルの推進事業や、ごみ分別マニュアル作成による住民への適正な排

出方法の周知等普及啓発事業に対し、財政的支援を行います。 

② 「やまなしエネルギー環境マネジメントシステム」に基づき、県が率先

して廃棄物の減量化、リサイクル率の向上、グリーン購入の実践に取り

組みます。 


